日本入国時のワクチン接種証明書の要件緩和

海外発行分は3回目接種に2種類のワクチン追加

　政府は、海外から日本への入国に際して有効と認めるワクチン接種証明書について、要件を緩和する。海外で発行された証明書について、3回目以降に接種したワクチンとして、コミナティ（ファイザー）、スパイクバックス（モデルナ）、ヌバキソビッド（ノババックス）に加えて、新たにバキスゼブリア（アストラゼネカ）、ジェコビデン（ヤンセン）を認める。6月26日午前0時から適用する。
　また、ワクチン接種証明書について、日本で発行された証明書と、外国で発行された証明書とで条件を分ける。
日本で発行された証明書については、（1）日本政府または日本の地方公共団体により発行された、新型コロナウイルス感染症予防接種証明書（海外渡航用の新型コロナワクチン接種証明書）、（2）日本の地方公共団体により発行された、新型コロナウイルスワクチン予防接種済証、（3）日本の医療機関等により発行された、新型コロナワクチン接種記録書のいずれかに該当するもので、ワクチンを3回以上接種したことが分かるものであれば良いこととする。
　従来はそれに加えて、氏名、生年月日、ワクチン名又はメーカー、ワクチン接種日、ワクチン接種回数が日本語または英語で記載されていること。生年月日の代わりに、パスポート番号等本人を特定するための事項が記載してあり、パスポート等と照合して本人の接種証明書であることが確認できれば有効とみなすことなどが条件とされていたが、日本で発行された証明書についてはそれらの条件をなくす。
　そのため、例えば渡航先でワクチン接種証明書の提出が不要で、日本入国時のみにワクチン接種証明を提示する場合には、わざわざ海外渡航用の新型コロナワクチン接種証明書を取得しなくてもワクチン接種時に自治体から交付される新型コロナワクチン予防接種済証などを提示すれば良いこととなる。
　外国で発行された証明書については、発行国・地域を問わず、（1）氏名、生年月日、ワクチン名又はメーカー、ワクチン接種日、ワクチン接種回数が日本語または英語で記載されていることとする。接種証明書が日本語または英語以外で記載されている場合には、日本語または英語の翻訳が添付され、接種証明書の記載内容が判別できれば有効とみなす。
　また、上述の通り、3回目以降に接種したワクチンとして、新たにバキスゼブリアとジェコビデンを認める。
